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南海研センター昨今

南方海域研究センターが文部省令による施設

として歩き始めて約５年半，昭和63年３月31日

の時限到来まで１年６ケ月を残すのみとなった。

初代の中尾佐助教授，第２代の岩切成郎教授に

次いで第３代のセンター長を拝命してから早く

も２年を経過したことになる。この間学内の兼

務教官は云うに及ばず，学長，センター協議員

を始めとする多くの教官や事務官の方々，さら

には学外の諸先生方からも積極的な御支持，御

協力を得ることができた。この紙面を借りて感

謝の意を表したい。また去る６月に開催された

センター協議会において，任期満了に伴なう次

期センター長の選出が行なわれた結果，残余の

期間（昭和61年８月１日～同63年３月31日），

再度その任に当ることになった。ここに御報告

申し上げるとともに，これまで以上の御教示，

御鞭捷を切にお願いする次第である。

前号（南海研だよりNo.15）でも触れたよ

うに，南海研センターでは，かねてからセン

ター協議員を中心とした「南海研将来構想検討

委員会」において，時限到来後の措置について

鋭意議論を重ねつつあった。その結果，南海研

センターがこれまでに積み上げてきた調査。研

究の実績を踏まえた新施設の設置を主旨とする

新センター構想の素案がまとまった。現在の南

海研センターは，鹿児島大学内共同教育研究

施設として運用されている。従って，今後この

素案は全学的な場での検討を経た後に最終的な

形にまとめ上げられることになる。構想には，

これまでと同様オセアニア及びその周辺地域

を対象とすること，研究課題制にすること，人

文。社会科学系の研究者増を考えること，外国

井上晃男（南海研センター長）

人研究者を主な対象とした客員課題を新しく

作ることなどが盛りこまれている。大学全体

での討議の過程で様々な修整が加えられるこ

とは当然であるが，現在のセンターよりも少

しでも前進した新施設の設置を願うことしき

りである。

さて関係者の多大の御努力の結果，今年度も

文部省特定研究経費による海外学術調査を実施

できる運びとなった。この調査は，センターに

とっては第５回目のものであり，昨年度のポナ

ペ，トラックに続いてミクロネシアのベラウ及

びヤップ両島で実施される。既に調査日程，隊

員等は決定され，また現地政府の調査許可の取

得も確実である。これから11月初旬の出港にい

たる間，現地研究協力者との連絡，予備調査

等，比較的短かい調査期間中に最大の成果を上

げるための準備をすることになる。今回の調査

に際しても，従来同様，練習船かごしま丸の利

用を快諾して下さった岩切成郎水産学部長にお

礼申し上げる。また約５週間にわたる調査の間

には，東川勢二船長を始めとするかごしま丸乗

組員の方々に種々御協力を願うことになる。こ

れまでの調査における積極的関与に謝意を表す

るとともに，今年度についても予めお礼を申し

上げておく次第である。

今年の前半は研究会，講演会，シンポジウ

ム，公開講座等順調に消化されてきた。また

南海研センターの専任及び兼務教官による海

外での調査研究活動も極めて活発である。あ

と１年半この調子で進み，センターに与えられ

た７年間の役割を十分に果たしたいと念願し

ているｏ
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第2回　公開講座｢多鳥海世界のなりたち
-東南アジア･オセアニアの自然と文化-｣

今年度の表記公開講座は, 8月6日から8月

9日の4日間,理学部生物学科の講義室を借り

て開かれた｡

研究小委員会は,講座開催に向けて3月初旬

の予算要求から,中間時の具体的な行動計画,

さらに8月4日の講師を交えた最終会合に至る

まで,数回の審議を重ね,開催に万全を期し

た｡そして,ほぼ満足な結果で終了出来たと自

負している次第である｡

講義は1日に3コマずつ, 4日間で12コマ

で,それらの講師名(敬称略)とテーマは下記

の通り｡

8月6日,寺田勇文-多鳥海世界と地

域研究｡早坂祥三-南太平洋の島々｡新

田栄治-南太平洋の航海者たち｡ 8月7

日,林　満-作物生産と人々｡糸野　津
-海の植物と人々｡有隅健一一一南方

にシャクナゲを求めて｡ 8月8日,住吉三滋

-　くらしと音楽｡茶園正明一一熱帯海

洋と気候変動｡田尻英三-東南アジアと

日本語｡ 8月9日,木原　大-南の有毒

動物｡小片丘彦-オセアニアの人骨利用

の道具｡寺師慎一-熱帯の病気と健康｡

受講者数は,予定人員を8名上廻って28名で

あったが,昨年の実績を数名下廻った｡その

内,女性18名,男性10名で女性上位｡年令幅は

17才の少年から64才の婦人までと広く, 40才代

が10名を数え最多であった｡職種は無職の主婦

が最も多く9名,つづいて教員7名,その他,

公務員,会社員,学生など多様であった｡この

内の7名が昨年に引き続いての受講者であり,

この講座が市民の中に定着しつつあることがう

かがえた｡

講座終了時に昨年と同様のアンケートを受講

者にお願いした｡その意見を2, 3･･････｡

まず①,テーマ･内容･講義方法について｡

昨年よりテーマの幅が広かったものの,スライ

ドの使用が多くて内容を理解しやすかったと述

べた人が多く,ほぼ全員が｢適当であった｣と

研究小委員会　　林　　　満

満足の意を表していた｡

②,時間･期間･講義数･講義時間･会場な

どについて｡会場が新築で冷房も良くきき, 4

日間を短かく感じた人が多かったようである｡

その他に,講義時間を夜間にした方が市民の参

加が多いのではないか｡期間はもっと長く一週

間ぐらいでも良い｡昨年の3日間ぐらいが適

当｡講義時間が短かすぎる｡平日開催なので,

限られた年令･職業の人しか受講出来ないのは

残念｡時期を8月下旬から9月上旬に｡などの

意見が述べられていた｡

③,昨年の講座との比較｡昨年の講義が予備

知識となって理解がより深まった｡昨年よりス

ライドが多く,理解しやすかった｡などの評価

をえた一方で,内容はともかく,日本とのかか

わりをもっと入れてはしい｡対象者の幅を意識

しすぎていたのではないか｡質問の時間が短か

すぎた｡などの不満の意見も述べられていた｡

④,その他の項目｡ぜひ来年も開催してほし

いという希望が圧倒的であった｡その他,セン

ターの職員による休憩時間のサロン的なもてな

しが好評を博した｡また,神宮司事務官の奥さ

んから初日に差し入れされたクッキーは, 2日

目以降も受講者に請求され,追加されるほどの

人気であった｡
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以上のように,南海研の公開講座は, 2年連

続して盛況樫に終了できました｡夏期休暇中に

もかかわらず講師をお引き受け下さった先生方

並びに裏方で汗を流して頂いた職員と大学院生

の皆さんに厚くお礼申し上げます｡



昭和60年度｢オセアニア海域

における水陸総合学術調査｣

(ミクロネシア連邦)研究報

告会開催される

標記のように南海研センターが1985年秋にミ

クロネシア連邦ボナペおよびトラック州他で実

施した海外学術調査の研究報告会が, 3月20日

(木)の午後,理学部1号館201号教室にて開

かれた｡当日は,昨年の調査に参加された学外

隊員(京都大学,神戸大学,九州大学,国立民

族学博物館,長崎大学,弘前大学,第一工業大

学)も来鹿され, 20件におよぷ研究発表がなさ

れた｡

まず｢熱帯水域の物質生産資源の有効利用｣

の部では,同地域におけるシガテラ毒原因生

物,海藻養殖,海産緑藻の植性,クラゲの生物

活性,漁業調査に関する現地調査の成果が報告

された｡

つづいて｢ミクロネシアの社会および生活構

造｣の部では,キリスト教の現況,教育事情,

中核ミクロネシア語の系譜的関係,経済自立と

観光産業,水産開発に関する報告があった｡ま

たミクロネシア調査に同行した南日本新聞記者

による報告があった｡

｢ミクロネシアの土地利用と陸上生態系の保

全｣の部では,砂丘植物辞落体系,現生有孔虫,

作物生産の現状,地磁気連続測定,岩石採集,

土壌の物理化学的特性に関する成果が報告され

た｡

｢地域住民の遺伝と保健衛生｣の部では, T

細胞白血病抗体,血圧と塩類摂取,健康観につ

いての調査報告がなされた｡

これらの研究報告は調査終了後3カ月という

時点でまとめられた予備的な報告であり, 1986

年秋に刊行予定の英文速報に掲載されることに

なっている｡

研究報告会は調査隊長の早坂祥三教授(鹿大

理学部)による総括によって閉じられ,同日夕

刻には南海研センターにて懇親会が持たれた｡

年度末にもかかわらず,この研究報告会にご

参加いただい`た方々,とくに遠くから来威され

た隊員の皆様に感謝します｡　　　(寺田記)
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第4次｢オセアニア海域

における水陸総合学術調

査｣報告会

毎年4-6月に本学学生を主な対象として南

海研センターの主催で開かれている講演会｢南

太平洋の自然と文化｣も今年は第5回を数える

までになったが,今年も,例年どおり石神学長

のあいさつから始まって成功裡に5月17日(土)

教養部101号教室で行なわれた｡今年の内容は

昨年南海研センターがミクロネシアのボナペ

(ポーンペイ)島,トラック諸島他で実施した

第4次｢オセアニア海域における水陸総合学術

調査｣の調査隊員による報告会で,プログラム

は次のとおりであった｡

｡　あいさつ　　石神兼文(鹿児島大学長)

｡ ｢ミクロネシアの島々を訪れて｣

早坂祥三(理学部教授,第4次オセア

ニア海域における水陸総合

学術調査隊長)

｡ ｢コサイエ島の自然と生態｣

中野和敬(南海研センター教授)
｡ ｢ミクロネシアの経済｣

松田恵明(水産学部助教授)
｡ ｢ボナペとトラックでの医学調査｣

松元　正(医学部助手)

司会.寺師慎一(南海研センター教授)

当日は数十名の出席者があり,スライドや資

料を用いたわかりやすい調査報告に熱心に耳を

傾けていた｡
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ボナペ島の巨石文化遺跡ナン･マドール
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昭和61年度特定研究「オセアニア海域における

水陸総合学術調査」（Ⅱ－２）について

昭和56年に設立されて以来，南海研センター

の研究活動の主軸であった特定研究「オセアニ

ア海域における水陸総合学術調査」は，これま

でにフィジー，ソロモン諸島，パプアニューギ

ニア，ミクロネシア連邦（ポンペイ，トラック）

の地域で実施されてきたが，今年度の調査を最

後にその幕を閉じることになる。

今年度は，昨年度にひきつづき特定研究「オ

セアニア海域における水陸総合学術調査」を今

秋実施する計画で，そのために南海研センター

運営小委員会委員他からなる特定研究委員会

(委員については『南海研だより」’5号を参

照）を設け，計画の概要等につき検討してき

た。その結果，今年度はベラウ（パラオ）共和

国とミクロネシア連邦ヤップ州を対象地域と

し，１１月上旬から30数日間の日程で行なうこと

になった。

５月中旬には学内および学外からの参加希望

者，教務補佐員候補者を募り教務補佐員４名を

含む総計34名の調査隊員を決定した。

ヤップ州政府の調査許可については，ミクロ

ネシア連邦東京事務所を通じて交渉してきたが，

これまでの連絡ではとくに支障はなく調査を

実施できる見込みである。またベラウ共和国に

ついては，現在までに同国の国家資源省と社会

サービス省長官から調査に協力する旨の書簡を

受けとっており，正式な調査許可は近日中に取

得できる予定である。

今後は参加予定の調査隊員による隊員会議

が開催され，調査の詳細について検討するこ

とになる。また本調査に先だち10月上旬には

調査隊事務局から１名が空路ベラウとヤップ

に向かい，調査活動の打ち合わせ等を行なう

予定である。

（1986年８月30日，寺田記）

センター新任者紹介

この数年本研究センターの事務を的確に執っ

てこられた有村正男事務室主任と松田喜久子事

務官（庶務部人事課併任）は昭和61年４月１日

付で共に教育学部へ転任されましたので，その

後任として同日法文学部より神宮司義成氏が事

務室主任として着任されました。また，５月９

日より事務補佐のパート職員として久木田彰子

さんというお嬢さんが採用されました。

以下に新任者２名のあいさつを載せます。

神宮司義成：

鹿児島市生まれｏ九州短期大学卒業。昭和４５

年工学部電子工学科に採用，教務係・会計係，

法文学部会計係をへて，昭和61年４月１日付け

でセンター着任。

大きなセンター長はじめユニークな専任の

先生方，又色々な分野の兼務教官・協議会委員

105名の先生方の中で，楽しい話，むつかしい

話を聞かされ，外国語に対抗し，鹿児島標準語

で応じています。

１１月には待ちに待った？特定研究による海外

学術調査に同行させてもらえます。船にゆられ

て，楽しい？出張になることと思われます。今

後共よろしくお願いいたします。

久木田彰子：

当センターに勤務するようになって早や三月。

まさか，母校に戻って来るとは思ってもみませ

んでした。小柄で，センター長の半分しかあり

ませんが，腕力には多少自信があります。他に

自慢できることと言えば，イモ共通語と鹿児島

弁の二ケ国語を鋭く使い分けられることくらい

ですが，どうぞよろしくお願いいたします。

鹿児島大学法文学部（心理学専攻）卒業。病

院勤務を経て当センターへ。
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〔現地調査報告〕

フィリピン・フォーク・カトリシズムの歴史人類学的研究

フィリピン国民のおよそ85％がカトリック教

徒であることはよく知られている。この地でキ

リスト教の布教が本格的に開始されたのは1565

年のことだったが，３世紀を超えるスペイン植

民地時代を通じてフィリピン人の間にカトリシ

ズムが浸透した。今日この国のカトリシズムは，

土着文化の影響を強く受けたく民俗的＞＜土俗

的＞なフォーク・カトリシズムであると言われ

ている。

こういったフィリピンのカトリシズムの特質

を，その歴史的生成過程と実際の宗教生活との

両面から明らかにしようと計画されたのが，共

同研究「フィリピン・フォーク・カトリシズム

の歴史人類学的研究」である。このプロジェク

トは，東京外国語大学アジアアフリカ言語文化

研究所の池端雪浦氏（歴史学）を代表研究者と

するもので，昭和59年より２年間三菱財団人文

科学研究助成を得て実施されている。

協同研究者は，マニラに在住のラーサール大

学の寺見元恵氏（歴史学，フィリピン文化論）

と筆者の二人である。またフィリピン宗教研

究の第一人者のフィリピン大学のProspero

R､CovAR氏（文化人類学）とＬｉｌｉａＦ・ANToN1o

氏（フィリピン文学，言語学）の協力を得てす

すめられている。

このプロジェクトでは，通常の調査方法，資

料の収集以外に，全参加者の共同の目標として

ビデオカメラ（VHS）を用いてカトリックを

中心とする伝統的な宗教行事を映像として記録

することになっている。これらの宗教行事は地

域によっては大変に色彩豊かな儀礼場面となる

のだが，社会の世俗化やマスコミュニケーショ

ンの発達等によって近年その姿が変貌しつつあ

る。行事そのものが観光の対象となった例も多

くある。それだけに現在の時点でこれらの宗教

行動を映像として記録しておくことが大事なの

である。

ビデオによる映像記録はフィールドでの参

与観察記録，スチール写真，テープによる音

寺 田 勇 文 （ 南 海 研 セ ン タ ー ）

声記録等ではなかなか浮かびあがってこない

儀礼の全体性，臨場感を再現することができ

る。

プロジェクトの計画段階では我々自身の手で

ビデオカメラを操り映像を記録しようと，今か

ら思えば大胆な構想をいだいていたのであるが，

実際にはフィリピン人のプロやセミプロのムー

ビーカメラマンに調査に同行してもらい撮影を

依頼することになった。夜間の撮影の際にはカ

メラマンとは別に照明係が必要となるなど経費

も相当なものになったが，さすがにプロの仕事

であった。

現在までに，聖週間に行なわれる受難劇

(senakulo)，聖金曜日の行列や信者による苦行

(十字架上で実際に釘を用いて礎にされる），

５月の聖マリア祭，聖地バナハオ山の宗教集団

の活動，国民英雄ＪｏｓｅＰ・R1zAL博士とキリス

トを同一視する宗教集団の儀礼等をビデオフィ

ルムに収録した。

筆者自身は1985年５月19日～６月30日，８６年

６月14日～７月26日の２度にわたってフィリ

ピンを訪れ，実地調査と文献等の収集を行なっ

た。

それらの機会にはルソン島南タガログ地方の

パナハオ山域で共同生活をおくるIglesia

delCiudadMisticadeDiosにおける短期

の調査，マニラ首都圏とセブ島でのサントニー

ニョ精霊カルトに関して調査した。バナハオ山

域での調査は前述のCovAR教授が指導する

アテネオーデ＝マニラ大学人類学科の大学院夏

期特別コースとして実施された調査に参加する

ことによって可能になったものである。精霊カ

ルトの調査は，以前に筆者がバナハオ山北麓で

定着調査をしたのと同種のカルトの比較資料を

得ることを目的とした。

今後は研究成果の取りまとめにかかるが，ま

ず第一段階として解題を付した関係文献目録

(英文）を編纂する予定である。
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〔現地調査報告〕

スマトラ山地の自然保全

この「南海研だより」第10号で述べたように

小生は1983年以来，日本学術振興会とインドネ

シア教育省高等教育総局との協定に基づく「ス

マトラ自然研究」に関与してきたが，ここでは

1984年11月～1985年２月と1986年２月～４月の

２度にわたって比較的せまい地域について集中

的に行なった自然保全の基礎的研究を目的とす

る調査の概要を書くことにする。

スマトラ島は東はマラッカ海峡に，西はイン

ド洋に面しているが，小生の調査地は，インド

洋岸の中都市パダンから東南東45kｍのところに

あり，マラッカ海峡側とインド洋側に水系を分

ける分水界に乗った形となってし ､るディアタス，

ディバルーという二つの湖の集水域に主にしぼ

られた。湖面面積はディア タス湖で12kli， デイ

バルー湖で11kIiであるが，南緯１ 。上にあるデイ

バルー湖から西北西数kｍのところにはタラン山

という標高2,597ｍの活火山がある。湖面高度は

ディアタス（インドネシア語で上に位置すると

の意）湖が1,531ｍ，ディバルー（下に位置する

との意)湖が1,462ｍとなっているが,水深はディ

バルー湖の方がはるかに深く，従って夕･ラン山

がせまっているせいもあり，湖周は急傾斜地と

なっているのに反し，ディアタス湖は比較的緩

斜面のところが多い。両湖ともその湖面を除く

集水域面積は小さく，ディアタス湖で約30k'i，

ディパルー湖で約20k㎡である。ところが人口密

度はスマトラの田舎としては高く，ディアタス

湖域で200人／kni，デイバルー湖域で250人／

kni程度である。上に述べたような地形のせいで，

ディバルー湖の集水域には水田が極くわずかし

かないのに反し，ディアタス湖のまわりには粗

い推定で200ha程度あるものの，そこですち

(水田面積／人口）比は3.3a／人となり，米の

自給は到底おぼつかない。それに，両湖の標高

から推察できるように，赤道附近にもかかわら

ず気候は冷涼であり，日最高気温が26℃を越え

ることはめったになく，最低気温はたまにでは

あるものの12℃以下にまで下がる。しかも緯度

から考えてもわかるように，このような日気温

範囲の年変化はほとんどない。つまり，札幌附

中野和敬（南海研センター）

近の真夏の方がイネの生育にとっては好ましい

気候と言ってもよい程である。そのためもあっ

て，米の収量はかんばしくない。

ディバルー湖とそのまわりの急斜面

最近放棄された畑のあと地がよくわかる。

このような自然的，また文化的環境の中で，

住民の生計を維持している源は湖のまわりの畑

における野菜の生産であり，第２次世界大戦の

直前頃からジャガイモの果たしてきた役割が特

に大きい。なお，両湖からの魚や淡水産貝類の

採獲の重要性は一部の地区を除いて低いようで

ある。というのも，本質的には両湖･とも貧栄養

湖に属するからであろう。

赤道附近では，ジャガイモの適地は限られて

おり，“稀少”作物として，商品価値が比較的

異■

ディアタス湖とそのまわり

平坦部は水田，比較的ゆるい斜面は切
り替え畑として利用されている。

高い。つまり両湖周辺の住民は，輸送条件の改

善に伴うジャガイモの商品生産により人口を支

（９頁につづく）

が



〔第46回研究会発表要旨〕

マダガスカルの稲作について

中釜明紀（農）

1985年８月25日から９月12日迄，学術調査

｢稲遺伝子源の分布調査と採集の可能性に関す

る調査」の一員として，マダガスカルの主要な

稲作地帯であるタナナリブ周辺，北西部沿岸地

方および北東部のアラオトラ湖周辺地域の稲作

について調査する機会を得た。

マダガスカルは，アフリカ大陸に近接する南

緯12度から25度に位置し，日本の1.6倍（58万

７千平方kｍ）の国士に870万の人口を有する島

国である。主要食料は米であり，水稲は全作物

栽培面積の50％を占めている。しかし，水稲の

収量はha当たり１．７トンと低く，自給率は70％

である。一方，人口増加率は2.6％に及び，水

稲の生産増が緊急の課題になっている。

マダガスカルの稲作を調査地域について概

観すると，かんがい水路の整備状況および苗代

育苗による移植栽培の普及等，他のアフリカ

諸国に比較してアジア諸国のそれに近い集約

度の高さが感じられた。しかし一方，外国に

依存するため高価な肥料，農薬の使用頻度の

低さ，異品種混合の種子，収穫後の穀粒の品

質悪化および損失等，今後解決されるべき多

くの問題点も観察された。なかでも，かんが

い水のコントロールは，他のアフリカ諸国に

共通して重大な問題となっている。即ち，かん

がい水源としての主要河川の中流域の高低差

を利用した自然かんがい地域では，乾季にお

けるかんがい水位の低下により雨季の一期作

である。逆に，下流域平坦部では，強制かん

がい施設が完備しているにもかかわらず，雨

季における上流からの流量の急速な増大でか

んがい地水田が水没することにより減水期の

乾季一期作に止まる。このように水利用の不

安定’性は，水稲の作期に影響して，水田の利

用を大きく制限している。この水利用の不安

定性は，主要河川の水源地域である中央部高

原地帯の森林の荒廃と強く関連することが推

察された。

以上のように水稲の生産増の観点からみると

多くの問題点が指摘されるが，一方で収穫後の

南海研だよりNo.1６（７）

藁利用および堆厩肥施用にみられた稲作と畜産

の結びつき等，先進諸国の稲作が喪失した基本

技術が残されており，先進諸国と異なる方向の

稲作の発展が期待された。

〔第47回研究会発表要旨〕

フィリピン水産学校の

将来に寄せて
野呂忠秀（水産）

フィリピン全土に70校近くもある水産学校の

一つ，ApolinarioR・ApacibleSchoolof
・アラソフ

Fisheries（ＡＲＡSOF）に水産教育専門家とし

て一年間滞在した。ここは高校と大学を併せ持

つ，学生数1,400名，教職員数80名の国立学校

である。
シーフデック

国際的な水産研究機関SEAFDECがこの

国でウシエビ養殖の研究と普及に努めているこ

ともあって，近年ウシエビの養殖に食指を動か

す水産学校がフィリピンに増え始めている。私
アラ、ノブ

のいたＡＲＡＳＯＦでも校長の行政的手腕宜し

きを得て，キャンパス内にはエビの僻化場が建

設されていた。しかし，この海域は親エビの確

保や水質条件の点で，リ剛上場としては難があり，

事実その運営は困難を極めていた。この学校で

は，人事権を掌握する校長の発案に一般教職員

が異義を唱えようはずもなく，無理を承知でこ

のプロジェクトが進行していた。魚の解剖や水

質分析等の初歩的な実習すら行ない得ないこの

水産学校が，滅多な事では庶民が口に出来な

い高級なエビの，しかも技術的にも最難関の僻

化に安易に飛びつく姿勢そのものが問題ともい

えよう。

実は，この僻化場内の設備一式は日本の援助

によるものであった。悔やんでも仕方のないこ

とだが，もしもフィリピン側から援助要請を受

けた際に事前の技術的なチェックがなされてい

たら，このような無謀な計画に加担するハメに

はならなかったろう。フィリピン文部省や日本

の援助機関が真剣に水産学校の充実を望むので

あれば，このような華々しいプロジェクトを推

進する前に，カリキュラムの整備や教科書の編

纂にでも取り組むべきであったろう。水産学校

の使命は，100万匹の稚エビを生産するよりも，
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一人でも多くの優れた学生を育てることにある

し，この国には，熱帯の実情に即した水産学の

教科書すらないのだから。
ジャイカ

筆者注：1984-85に国際協力事業団（ＪＩＣＡ）の

水産教育専門家としてフィリピンのApolinario

R､ApacibleSchoolofFisheries（Nasugbu，

Batangas）に派遣された。

出版小委員注：研究会当日の演題は「フィリピン水

産技術教育事情」というものでした。

〔第48回研究会発表要旨〕

熱帯における

カリバチ類の社会生活

山根正気（理）

社会性カリバチの生活史は，春期女王バチの

単独営巣に始まり，ハタラキバチの羽化とそれ

に続くカスト社会，オスと新女王の生産，交

尾，巣の解散，越冬と続く。従来，社会性（不

妊カストをもつ分業社会）の進化は，このタイ

プの生活史を想定して論じられてきた。一方

で，社会性種の故郷は熱帯であると多くの研

究者が指摘してきた。ところが，熱帯での調

査の進展は，生活史のパターンが著しく変化と

柔軟性に富むことを示した。もし，社会性の熱

帯起源説をとるとすれば，血縁選択・親によ

る操作などに基づいてたてられた，不妊カス

ト進化の図式も大きな変更を余儀なくされる

だろう。

私は，亜熱帯の沖縄でチビアシナガバチの生

活史と行動を３年間にわたり調べた。その結

果，本種は単独で巣を創設する（単雌創設）こ

ともあるが，約半数は２個体以上の女王（創設

メス）が創設に加わる（多雌創設）ことが判っ

た。同一巣上の創設メス間には順位関係が認

められるが，それは概して不安定で，産卵個体

も状況により入れ替わる。また創設メスの巣

間移動，娘世代（本来ならハタラキバチ）によ

る独立営巣，母巣近くでのサテライト巣の建

設，台風による巣の落下と再建など，各創設メ

スの適応度（繁殖成功度）は多数の要因によ

り左右されているらしい。もし熱帯・亜熱帯を

社会性の発祥地と考えると，従来の説とは異

なり創設時における多雌状態が単雌状態に先

行した可能性が否定できない。アジアの赤道

熱帯を中心に分布し，原始的社会性を示すハ

ラボソバチ類でも，単雌創設が原則と考えられ

るにもかかわらず，創設メスの頻繁な交替，娘

世代が不妊化せず独立営巣をすることがあるな

ど，生活史のパターンは決して単純でない。血

縁選択が社会性進化のある段階で働いたことは

疑いないが，今後相互利他性，条件戦略など幅

広い要因を加味して論ずる必要があろう（温帯

起源説を採用するとしても，包括的アプローチ

は不可欠である)。

〔第50回研究会発表要旨〕

魚類および甲殻類の

脂質栄養の特異性
手島新一（水産）

淡水魚，海産魚および甲殻類の脂質栄養の特

異性について総述する。

陸上動物は⑳６－系脂肪酸のリノール酸が

必須脂肪酸（ＥＦＡ）であるが，ティラピア以

外の魚類は⑳３－系の脂肪酸をＥＦＡとして要

求する。海産魚は淡水魚とは著しく異なった

EFA要求を示すが，それは主として炭素数

18の脂肪酸であるリノール酸（１８：３⑳３）か

ら⑳３－系高度不飽和脂肪酸（ＨＵＦＡ）であ

るイコサペンタエン酸（２０：５⑳３）やドコサ

ヘキサエン酸（２２：６の３）への変換能の違い

によることがトレーサー実験によって証明さ

れた。

魚類は他の動物に比べて，高いタンパク質

要求量を示す。しかし，飼料中に栄養価の高い

油脂の含量を４～８％から15～18％へ約10％

程度高めることにより，飼料中のタンパク質

含量を５～15％程度節約することが可能であ

る。

最近，生物餌料の代替飼料として仔稚魚用

の人工微粒子飼料が開発され，それらの研究

の間に必須飼料成分として仔魚はある種のリ

ン脂質を要求することが明らかにされている。

また，クルマエビなどの甲殻類はステロール

生合成能を欠如し，飼料としてコレステロール

やその他のステロールを不可欠な栄養素とし

て要求する。



〔第51回 研究会発表要 旨〕

ワムシ類(動 物プランク トン)

の大量培養と貯蔵方法ならび

に淡水魚への活用性について
E.LUBZENS(イ ス ラ エ ル海 洋

陸 水 総 合 研 究 所)

 The euryhaline rotifer Brachionus phica-

tilis  (0. F.  Muler ) is used extensively 

as food offered to cultured marine fish larvae 

in the first 15 - 30 days of their life. In 

order to meet the large required quantities 

this rofier is mass cultured at high densi-

ties. Today, great emphasis is put on the 

strain and condition of cultures in order to 

obtain rotifers of the appropriate size repro-

ducing asexually at high rates and yields. 

 One of the main problems in culturing roti-

fers is the unpredictability of mass cultures. 

These may often fail for yet unknown reasons, 

leaving the aquaculturist without any source 

of food. We have examined methods for pres-

ervation of rotifers either through production 

of resting eggs or by maintaining them alive 

at 4 °C at high densities for periods lasting 

16-35 days. 

 In examining ways for wider use of this 

rotifer we found that it could accelerate 

growth of fresh water carp and ornamental 
Roi larvae.

〔第52回 研究会発表要 旨〕

福建省沿海地域の産業概況

岩切 成郎(水 産)

中国南部の生態が亜熱帯アジアの延長である

だけでな く,ア ジア華僑の供給源として経済的

連帯が強いことを理解 してお く必要がある。ま

ず畑作耕地 はよく整理 され新 しい石積みの高架

式灌概水路が普及 していて,普 通作のほか野菜,

甘蔗,煙 草など園 ・工芸作もみ られ,内 陸高地

ではパインアップルはじめ果樹作 も特徴である。

いわゆる請負耕作が一般化 し,万 元戸の住宅が

増加 している。

漁業地域の立遅れと貧 しさは対照的であるが,

旧蛋民が集団住所に陸上定着するとか,請 負制

で浅海域,汽 水域でのエビ,カ キ,ノ リ,ウ ナ

ギ等の養殖を進めるなどの動向がみられる。各

県水産局,試 験場主導の大型土木事業による増

南 海 研 だ よ りNo.16(9)

養殖施設― 築堤,水 門,護 岸で大規模 な

淡 ・塩水分離の多種養殖 が増加 しつつ

ある。(厦 門大学,福 建社会科学院 との対等な

研究交流が期待できる。)

出版小委員注:研 究会当日の演題は 「福建省沿岸域

開発の動向」というものでした。

(6頁 より)

えてきた点,昔 のアイルランドとはその性格を

異にする。また近年 はジャガイモの他にキャベ

ツとタマネギ(小 玉品種と大玉品種の双方)の

栽培も組み合わさっており,一 戸あたり数十アー

ルの畑で高い人口密度を支えている。

畑 は常畑的性格の強いものと切 り替え畑の双

方があり,主 に地形と人口密度,そ れに家か ら

の距離の三つ の要因によりどちらにするかが選

ばれる。写真か らもわかるように30° を優に越

える急斜面も畑として利用 しており,人 口密度

の特に高い地区では,あ る程度土 どめの処置を

施 してはいるものの,そ のような急斜面にも常

畑が数多 くある。

逆に比較的恵まれた平坦地をかかえる地区で

は,緩 斜面の畑 も切 り替え畑 として利用 してお

り,休 耕期間が20年近 くもたっているのに森林

が回復 しない例が至 るところで見 られる。その

原因の最 も大 きいものは時々野火が拡がるとい

うことらしい。実際かなり長い間野火の拡がっ

たことのない放棄畑では,二 次林の初期段階に

至 っている例 もある。ただ,森 林が回復 しやす

い場所 としにくい場所に自然条件の差異のある

可能性 も強 く,そ のことが今後検討課題の大 き

な点 となろう。

以上述べたように,自 然保全の研究は手つか

ずの自然のメカニズムを究明す るだけでは不十

分であり,人 間活動の場においてどのようにし

てこわされた自然を,社 会 ・経済的条件 も考慮

しながら,回 復させるかという問題 も重要であ

る。また,水 源地域の自然保全 は水系の保全 と

もつながっている。たとえば,調 査地の二つ の

湖は透明度か ら見れば,明 らかに貧栄養湖なの

に,湖 水の窒素含有量 とかCOD,BODは 意

外に高い値を示 しており,こ れは湖の周 りの水

田や畑(化 学肥料をかなりまいている)か ら流

れこむ窒素分が影響 しているのか もしれない。

このようにできるだけ総合的に研究を進めるこ

とにより,か たよりのない真実を究明できたら

なあと願っているところである。
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〔第53回研究会発表要旨〕

シンポジウム「古地熱系と活地熱系」

１）南西諸島周辺の古地熱

木村政昭（琉大理学部）

沖縄県武富島沖の水深22ｍの海底に，熱水が

湧出している。貯溜層の深さは海底下108ｍ，

温度は191℃である。この熱源としては，(1)琉

球弧上の第三紀花こう岩，(2)西表海底火山，（３）

沖縄トラフなどが考えられ，化学分析からは，

(3)の可能性も強い。沖縄トラフは，世界の海底

の中でも，地殻熱流量が高く，中軸部では，最

近，１，０００ｍw／㎡以上の値が得られた。今回は，

標記地域における地質時代からの熱史を整理し

た。

２）南方地域の地熱と

日本の関係技術

中川進(篭熟手-財団
日本を含めた環太平洋地域には，豊富な地熱

エネルギー資源の賦存が見込まれている。加え

て，近年の石油事情により，非産油国はもちろ

んのこと，産油国でも，国内消費エネルギーに

占める石油の比率を下げる努力を行っている。

その格好のエネルギー源の一つとして，地熱資

源の開発調査を進めているので，その方面での

日本の果たす役割は大きい。

３）ニュージーランドの地熱系

』.Ｗ・HEDENQulsT（Geothermal

ResearchCentre，Wairakei）

田口幸洋（九大生産科学研）

地熱発電の先進国ニュージーランドでは，現

在約16万ｋＷの地熱発電が行われ，それは総発電

量の約５％（北島の10％）を占めており，更

に数年以内には12万ｋＷ追加される（日本では

企画責任浦島幸世（教養）

１９８６年６月１６日

0.1％，九州では１％)。地熱発電に伴う地質・

化学・物理学的諸探査は単に地熱系の機構を明

らかにするばかりでなく，現在の地熱系の理解

は過去に生成した金銀などの諸鉱床（古地熱系）

の成因究明に寄与し，これらの鉱床探査に指針

を与えてくれる。

４）南方島弧の古地熱系

井沢英二（九大工学部）

浦島幸世（鹿大教養部）

九州，台湾，フィリピン，インドネシア，パ

プアニューギニア，フィジー，ニュージーラン

ドと連なる火山一地熱帯は，その活動を数百万

年から１千万年にわたって，さかのぼることが

できる。このような南方島弧の古火山一地熱系

は，浅熱水金銀鉱床の存在の場としと，近年，

各方面の注目を集め，その成因の研究と探査が

進められている。

諸報

◆当研究センター・中野和敬教授は昭和61年２

月23日～４月23日までインドネシアへ調査のた

め出張。

◆当研究センター・寺田勇文助教授は昭和61年

６月14日～７月26日までフィリピンへ調査のた

め出張。

◆当研究センター・寺師慎一教授は昭和61年８

月15日～９月５日までパプア・ニューギニアへ

調査のため出張。

◆当研究センター協議会委員・寺脇保氏が昭

和61年３月31日付で停年退官されたため，代り

に医学部の佐藤淳夫氏がセンター兼務教官代表

委員として協議会委員となり，４月１日付けで

発令された。また，工学部よりの協議会委員・

永田昭三氏は昭和61年３月31日付で退官された

ため，代って入佐俊幸氏が協議会委員として４

月１日付で発令された。任期は上記新任者２名

とも昭和62年３月31日まで。



〔第54回研究会発表要旨〕

琉球方言と周辺諸語

一アクセントを中心に－

崎村弘文（教養）

琉球方言は，日本語諸方言の中に在ってかな

り特異な性格を持つものであり，研究者間には，

その由来を同方言の成立事情（→古代日本語と

何らかのく基属語＞との接触を想定する）に求

める考え方が，有力である。

同方言の韻律論的性格＝アクセント等＝を研

究する分野においても，そうした考え方を取る

のが適当かと思われる事例が存する。即ち，琉

球方言は，一部の調査不十分なものを除き，例

外無く、型と呼ばれるアクセント体系を持って

いるが，それはく互いに通じない＞ほどの様相

を呈する同方言内部の変異を超えたものであり，

その分岐以前の古い時代に既に同方言に見られ

たものであろうと思われる。

ｎ型アクセント体系は「語句の長短に関わり

なく，区別されるアクセントの類の数が一定

(、）である」ものであり，本土諸方言の大部

分に見られるような「語句が長くなるにしたがっ

て，区別されるアクセントの類の数も増す」体

系とは，印象・機能ともに大きく異なるもので

ある。奈良時代日本（中央）語のアクセント体
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系は後者のようなものであったと推定されるこ

とから，その少し前の古代日本語のそれも同様

のものであった可能性が高い。とすれば，琉球

方言の、型アクセント体系は，古代日本語に何

らかの力が作用することによって生じたもの，

と考えるのが妥当であろう。そして，その力の

実体が，しばしば説えられるところのく基属語

の影響＞であったと考えることは，十分に可能

であるｄ

試みに，周辺諸語のアクセント体系の有り方

を見てみると，隣接のアウストロネシア語族の

それが，長短アクセントながらまさに、型の性

格を持つものであり，しかもそれは，古くに逆

上り得るものであるらしい。一方，中国から

東南アジアにかけては，似て非なる単音節語

声調体系（→やはり古くに逆上り得る）が見ら

れる。

琉球方言の成立に深く関わったはずのく基属

語＞は，アクセント体系研究の観点からは，或

るいはアウストロネシア語族に類するものでは

なかったかと思われるのである。なお，朝鮮語

のアクセント体系やアウストロネシア語族の古

い時代の様相をめぐる異説等につき検討すべき

点は有るが，いずれにせよ，このことが琉球方

言の来歴（ひいては日本祖語の成立）につき新

たな問題を提出することは，疑い無い。

フィジーとパプア・ニューギニアよりの

来訪者

去る７月５日，当研究センターが調査を実施

したことのあるフィジーとパプア・ニューギニ

アよりそれぞれ１名ずつの研究者が来訪した。

フィジーからは，南太平洋大学海洋資源研究所

長のＵ・RAJ博士で，氏は当研究センターの

２度にわたるフィジー調査で色々と尽力された

方である。また，同氏はこれまでにも数回鹿児

島に来られたことがあり，当研究センター関係

者にはなじみ深い方である。パプア・ニューギ

ニアからは，パプア・ニューギニア大学の医学

部長Ｋ、Ｊ，RABAIDoo教授が来られたｏ

同教授は当研究センターの寺師教授と協同研究

を行なう等，当研究センターと関係深い方であ

る。

両氏とも大阪大学で開かれた国際会議に出

席した後，南海研センターの招きで来鹿され

た。そして，７月５日（土）午後RAJ氏は水

産学部で，ABAIDoo氏は医学部で，それぞれ

当研究センターの研究会として研究発表を

された。それぞれの発表の演題は次のとおり

である。

Ｕ，ＲＡＪ：「南太平洋の水産資源一島喚

の人々への将来の寄与一」

ＫＪ．Ｒ・ABAIDoo：「CurrentConcepts

ofThrombocyteFunction」
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センター研究会・活動報告

1986年２月から８月までの南海研センターの

研究会およびシンポジウム等は以下のとおりで

あった。

◆第48回（1986年２月24日）

「熱帯におけるカリバチ類の社会生活」

山根生気氏（理）

◆第49回（1986年３月20日）

「特定研究・オセアニア海域における水陸総

合学術調査（昭和60年度ポナペ，トラック）に

関する研究報告会」

各報告の表題と報告者は以下のとおり

（氏名の前の○印は口頭報告者を表わす)ｏ

「ポナペおよびトラックにおけるシガテラ

原因生物の分布」○井上晃男氏（南海研)，

Ｍ・GAwI，L氏

「ポナペ島での海藻養殖」○鯵坂哲朗氏

（京大・農)，榎本幸人氏（神戸大・理)，

リチャード。Ａ・クロフト氏

「アント島の海産緑藻の植性について」

○榎本幸人氏（神戸大・理)，スペンシン・

ジェームス氏，鯵坂哲朗氏(京大・農）

「トラック島（モエン湾）で採集したクラ

ケの生物活性」○木原大氏（医)，大野

素徳氏（九大・理)，安楽満男氏（医)，橋

村三郎氏（医）

「ポナペ，トラックの漁業調査」○米盛

亨氏（水産)，宋文蒸氏（水産)，HL

NAGALETA氏（水産）

「ミクロネシア連邦ポーンペイにおけるキ

リスト教の現況」○寺田勇文氏（南海研）

「ポナペ及びトラック諸島の教育事情」

○石田尾博夫氏（第一工大）

「中核ミクロネシア語の系譜的関係」

○崎山理氏（民博）

「ミクロネシアの経済自立と観光産業」

○田島康弘氏（教育）

「新聞記者の見たミクロネシア」o浜田

俊二郎氏（南日本新聞）

「ポーンペイおよびトラック州における水

産開発」○松田恵明氏（水産)，野間卓志

氏（水産)，石井寿和氏（水産）

「熱帯・亜熱帯圏の砂丘植物群落体系にお

ける東カロリン群島の位置付け」○伊藤秀

三氏（長崎大）

「ポナペ島及びトラック諸島の現生有孔虫」

○八田明夫氏（教育）

「太平洋の楽園“ポンペイ島”の作物生産

の現状と問題点」○林満氏（農）

「かごしま丸のミクロネシア航海中の地磁

気連続観測について」井口博夫氏（神戸大・

理)，宇野いく子氏（神戸大・理)，○安川

克巳氏(神戸大・理)，東川勢二氏（水産)，

有馬純宏氏（水産）

「ポーンペイ島およびトラック諸島を構成

する岩石について」○山本温彦氏（理)，

早坂祥三氏（理)，八田明夫氏（教育）

「ポナペ，トラック諸島における土壌の物

理化学的特性」松川進氏（宇都宮大・

農)，大場信氏（宇都宮大・農)，加藤秀

正氏（宇都宮大・農）（紙上参加）

「ミクロネシア連邦における末梢血液学

的ならびに成人T細胞白血病抗体の検索」

○寺師慎一氏（南海研)，松元正氏（

医)，貴島宗蔵氏（医)，１．Ａ・HARRls氏，

C・BARBosA氏，Ｇ、ＡＴＥＮ氏，Ｎ・ＫＡＮｓｏｕ

氏

「ミクロネシア（ポナペ島）における学生

の血圧と塩類摂取について」仁平将氏

(弘前大・医），○三上聖治氏(弘前大・

医)，Ｃ，BARBosA氏

「ミクロネシア学生の健康観について」

○波多野浩道氏（歯）

◆第50回（1986年４月21日）

「魚類および甲殻類の脂質栄養の特異性」

手島新一氏（水産）

◆第51回（1986年５月１９日）

「ワムシ類（動物プランクトン）の大量培養

と貯蔵方法ならびに淡水魚への活用性について」

E・LuBzENs氏（イスラエル海洋陸水総合研）



◆第52回（1986年５月26日）

「福建省の沿岸域開発の動向」

岩切成郎氏（水産）

◆第53回（1986年６月16日）

「古地熱系と活地熱系」と題するシンポジウ

ムが本部棟第３会議室で開催された。演題は以

下のとおりであったが，諸発表の後，総合討論

があり，活発に意見が交換された。

南西諸島周辺の古地熱

木村政昭氏（琉大理学部）

南方海域の地熱と日本の関係技術

中川進氏

（新エネルギー財団地熱本部）

ニュージーランドの地熱系

』.Ｗ､Ｈ剛)ENQulsT氏(Geothermal

ResearchCentre，Wairakei）

田口幸洋氏（九大生産科学研）

南方島弧の古地熱系

井沢英二氏（九大工学部）

浦島幸世氏（鹿大教養部）

なおシンポジウムの後，菱刈鉱山見学会も催

され，有意義な時を過ごした。

◆第54回（1986年６月24日）

「琉球方言と周辺諸語一

中心に－－」

崎村弘文氏（教養）

アクセントを

◆第55回（1986年６月25日）

「インドネシアー－日本の科学研究協力」

HNAPrruPuLu氏（インドネシア科学院）

◆第56回（1986年７月４日）

「北部タイにおける焼畑と土地利用政策」

C・ＬＪｖＡＮＤＥＲＭＥＥＲ氏
（グローニンゲン大）

◆第57回（1986年７月５日）

「南太平洋の水産資源一

の将来の寄与一一」

ＵＲＡＪ氏（南太平洋大）

島喚の人々へ
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◆第58回（1986年７月５日）

「CurrentConceptsofThrombocyte

Function」

Ｋ、Ｊ，ＲＡＢＡ,,)oo氏

（パプア・ニューギニア大）

◆第59回（1986年７月21日）

「オーストラリアと中国の柑橘」

岩堀修一氏（農）

◆第５回「南太平洋の自然と文化」講演会

（1986年５月１７日）

今回の内容は，第４次「オセアニア海域にお

ける水陸総合学術調査」の調査隊員による報告

会で，教養部101号教室で以下の演題で発表が

あった。

「ミクロネシアの島々を訪れて」

早坂祥三氏（理）

「コサイエ島の自然と生態」

中野和敬氏（南海研）

「ミクロネシアの経済」

．松田恵明氏（水産）

「ポナペとトラックでの医学調査」

松元正氏（医）
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外国人来訪者記録

(1986年２月～８月）

◆５月１９日

イスラエル海洋陸水総合研究所・主任研究員

Ｅ・LuBzENs

◆６月25日

インドネシア科学院・国際関係部長

Ｈ・NAPITuPuLu

◆７月４日

グロニンゲン大学（オランダ）経済学部・助

教授

Ｃ、Ｌ、Ｊ・ｖＡＮＩ)剛《Ｍ１畑I《

◆７月５日

南太平洋大学海洋資源研究所・所長

Ｕ、Ｒ八Ｊ

◆７月５日

パプア・ニューギニア大学・医学部長

Ｋ・』．Ｒ・ＡｌｌAll)oｏ

（敬称略）

南海研センターの出版物

(1986年２月～８月）

◆OccasionalPapersNo､６

寺師慎一編熱帯と肝臓病

本号は南方海域研究センターの主催による

シンポジウム（昭和59年２月６日）の記録で，

故小林昭（鹿児島大学農学部・教授）並びに

寺師慎一（鹿児島大学南方海域研究センター・

教授)，志方俊夫（日本大学医学部・教授並

びに長崎大学熱帯医学研究所・教授)，板倉英

世（長崎大学熱帯医学研究所・教授）の４氏

による３題の発表を全文掲載したものである。

Ｂ５版，６７頁。

◆OccasionalPapersNo,７

ShigerolwAKIRlandVinaRAMcompiler・

ASelectedBibliographyonFisheriesand

RelatedlssuesintheSouthPacificand

SoutheastAsia・

本号は南太平洋及び東南アジア地域の主に

水産業に関する文献約600篇を整理し，本と

してまとめたもので，両地域ともそれぞれ１７

項目のSubjectに分類されている。Ｂ５版，

77頁。

｢南海研紀要_｜

投稿規定実施へ

「南海研紀要」は順調に出版され，間もな

く７巻１号が刊行される見通しであるが，こ

の号から，去る２月18日の南海研センター教

官会議で決定をみた南海研紀要投稿規定が適

用された。昨年度までは細部にわたる投稿規

定といったものがなく，掲載される論文等ご

とに体裁が多少異なることがあり，早く投稿

規定を制定するようにという要望が高まって

いた。こうした気運に応じるべく，出版小委

員会ではその制定に向かって検討を重ねてい

たが，田川小委員長を中心に今年初頭に原案

を作成し，２月の教官会議で審議したもので

ある。同会議では活発な議論が交され，一部修

正の上ほぼ原案どおり認められた。

投稿規定の全文は「南海研紀要」７巻１号

の巻末に掲載される予定である。今後同紀要

に投稿なさる方は原稿作成前に投稿規定を熟

読されることを出版小委員会では切望してい

る。
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